
本
部
は
９
月

日

時
、

27
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２
０
１
９
年
度
協
約
・
協
定

改
訂
交
渉
を
集
約
し
、
債
務

部
分
（
労
使
関
係
部
分
）
の

み
の
労
働
協
約
を
締
結
し
ま

し
た
。

本
部
は
、
「
新
し
い
人
事

・
賃
金
制
度
等
の
見
直
し
」

や
「
運
輸
所
の
年
次
有
給
休

暇
の
請
求
手
続
き
の
変
更
」

は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
そ

れ
以
外
に
つ
い
て
の
協
約
化

を
要
求
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

東
京
車
両
所
分
会
組
合
員

の
松
井
さ
ん
の
診
断
書
提
出

に
端
を
発
し
、
団
体
交
渉
開

催
の
拒
否
を
め
ぐ
っ
て
争
っ

て
い
た
「
診
断
書
提
出
強
要

都
労
委
」
は
９
月
４
日
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
の
主
張
を
ほ
ぼ
完

全
に
認
め
、
団
体
交
渉
の
拒

否
は
労
働
組
合
法
第
７
条
第

２
項
に
該
当
す
る
不
当
労
働

行
為
で
あ
る
と
い
う
救
済
命

令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
命
令

書
に
は
、
団
体
交
渉
拒
否
に

と
ど
ま
ら
ず
、
会
社
の
労
働

協
約
の
恣
意
的
解
釈
を
糾
弾

し
た
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
事
件
の
主
た
る
争
点

は
、
会
社
が
団
体
交
渉
の
開

催
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と

は
、
正
当
な
理
由
の
な
い
団

体
交
渉
拒
否
で
あ
る
か
否
か

で
し
た
。
都
労
委
は
「
組
合

員
の
年
休
取
得
の
方
法
は
、

軽
微
と
は
い
え
な
い
労
働
条

件
に
関
わ
る
義
務
的
団
交
事

項
で
あ
る
。
会
社
の
対
応
は
、

正
当
な
理
由
の
な
い
団
体
交

渉
拒
否
に
当
た
る
」
と
判
断

し
ま
し
た
。

苦
情
処
理
会
議
に
つ
い
て

都
労
委
は
、
「
会
社
が
個
別

の
団
体
交
渉
応
諾
義
務
を
免

れ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、

苦
情
申
告
制
度
や
幹
事
間
折

衝
等
の
団
体
交
渉
に
代
わ
る

手
続
き
や
『
協
約
改
訂
交
渉
』

等
の
定
例
の
団
体
交
渉
に
よ

っ
て
、
実
質
的
に
組
合
の
団

体
交
渉
権
が
担
保
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
必
要
が
あ
り
、

個
別
の
団
体
交
渉
に
代
わ
る

手
続
き
が
実
質
的
に
機
能
し

て
い
な
い
場
合
は
、
会
社
は
、

団
体
交
渉
義
務
を
免
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
会
社
が
地

本
に
苦
情
処
理
会
議
の
開
催

を
提
案
し
た
こ
と
を
も
っ

て
、
団
体
交
渉
応
諾
義
務
を

免
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
、

苦
情
処
理
会
議
の
形
骸
化
を

指
摘
し
ま
し
た
。

年
休
は
欠
勤
と
す
る
会
社

の
主
張
に
つ
い
て
都
労
委

は
、
「
勤
務
割
に
よ
り
付
与

さ
れ
た
休
日
や
休
暇
を
欠
勤

と
理
解
す
る
の
は
困
難
。
年

休
付
与
後
に
診
断
書
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
は
、
基
本
協

約
や
就
業
規
則
の
規
定
か
ら

は
離
れ
た
解
釈
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
、
恣
意
的
判

断
を
糾
弾
し
ま
し
た
。
ま
た
、

診
断
書
提
出
に
つ
い
て
も
、

「
会
社
と
し
て
は
、
昭
和
63

年
『
解
説
書
』
の
解
釈
を
改

め
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い

つ
の
時
点
か
ら
か
、
ま
た
、

会
社
の
現
行
規
定
の
解
釈
が

テ
キ
ス
ト
の
文
理
か
ら
離
れ

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
真
摯

に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

救
済
利
益
に
つ
い
て
都
労

委
は
、
「
定
例
の
団
体
交
渉

に
お
る
会
社
の
対
応
は
、
誠

実
な
団
体
交
渉
が
尽
く
さ
れ

た
と
は
評
し
難
い
。
会
社
は
、

自
ら
の
解
釈
を
一
方
的
に
告

げ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
の
み

で
、
組
合
に
そ
の
解
釈
の
根

拠
や
合
理
性
を
示
し
て
説
明

を
し
て
い
な
い
。
解
釈
に
つ

い
て
労
使
間
の
認
識
が
異
な

り
、
対
立
状
態
に
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
の
問

題
は
何
ら
解
決
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
組
合
が
基

本
協
約
の
締
結
し
た
こ
と
を

も
っ
て
直
ち
に
救
済
利
益
が

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
、
会
社
の
不

誠
実
さ
を
糾
弾
し
ま
し
た
。

本
部
と
新
幹
線
地
本
は
９

月
６
日
、
東
京
都
労
働
委
員

会
の
「
命
令
」
に
基
づ
く
申

し
入
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
会
社
に

提
出
し
ま
し
た
が
、
会
社
は

９
月

日
、
中
央
労
働
委
員

18

会
に
再
審
査
申
立
を
行
い
ま

し
た
。
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会
社
は
「
新
し
い
人
事
・
賃

金
制
度
を
妥
結
し
な
い
の
で

あ
れ
ば
基
本
協
約
は
結
べ
な

い
（
い
わ
ゆ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

論
）
」
と
頑
な
に
譲
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
部
は
、
会
社

の
姿
勢
に
抗
議
し
、
不
本
意

な
が
ら
債
務
部
分
（
労
使
関

係
部
分
）
を
協
約
化
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
組
合
員
の
切
実

な
声
で
あ
る
要
求
１
９
０
項

目
を
提
出
し
て
以
降
、
団
体

交
渉
は
８
月

日
の
第
１
回

20

か
ら
９
月

日
ま
で
８
回
を

13

開
催
し
ま
し
た
。
特
に
、
若

手
社
員
の
労
働
条
件
改
善
の

た
め
に
、
「
新
し
い
人
事
・

賃
金
制
度
等
の
見
直
し
」
に

重
点
を
置
き
、
粘
り
強
く
主

張
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
社
の
回
答
は
、
組
合
の
要

求
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
た

内
容
で
あ
り
、
全
く
誠
意
が

あ
り
ま
せ
ん
。

本
部
は
９
月

日
、
再
申

17

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
９

月

日
の
第
９
回
団
体
交
渉

19
で
は
、
会
社
が
回
答
し
た
年

次
有
給
休
暇
の
請
求
手
続
き

の
変
更
に
つ
い
て
「
な
ぜ
運

輸
所
だ
け
年
休
申
し
込
み
を

日
ま
で
に
す
る
の
か
」
と

15追
及
し
ま
し
た
。
会
社
は
、

「
予
備
月
の
行
路
と
年
休
を

で
き
る
限
り
発
表
す
る
た
め

（
も
う
５
日
間
）
必
要
」
と

し
、
ま
た
「
一
定
数
は
空
欄

の
ま
ま
発
表
す
る
」
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
就
業
規
則
に
も
違
反
す

る
行
為
で
す
。
社
員
の
健
康

や
生
活
設
計
に
関
わ
る
大
事

な
勤
務
を
、
し
っ
か
り
確
定

す
る
姿
勢
が
会
社
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
た
な
新
幹
線
定

期
券
に
よ
る
通
勤
は
、
通
勤

手
当
が
高
額
に
な
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
弊
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
社
会
保
険

料
等
の
増
加
、
高
齢
者
雇
用

継
続
給
付
金
や
各
自
治
体
が

交
付
す
る
児
童
手
当
等
の
無

支
給
、
公
営
住
宅
居
住
者
の

家
賃
上
昇
や
収
入
制
限
で
の

退
去
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

今
回
の
団
体
交
渉
で
は
、
会

社
は
一
切
改
善
を
し
な
い
考

え
を
示
し
、
全
て
に
お
い
て

組
合
と
対
立
し
ま
し
た
。

今
次
交
渉
に
お
い
て
、
全

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
支

援
・
激
励
に
対
し
て
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

労
使
関
係
部
分
の
み
労
働
協
約
締
結

２
０
１
９
年
度
協
約
・
協
定
改
訂
交
渉
を
集
約

診断書強要都労委完全勝利！

都労委命令書のポイント
① 団体交渉の開催拒否は、不当労働行為である。
② 会社が苦情処理会議を提案したことをもって、
団体交渉の開催を免れるとはならない。

③ 診断書の提出は規定に違反している。
④ 年休は欠勤ではない。
⑤ 救済利益は消滅していない。



【
労
基
法

条
】

使
用
者

39

は
、
そ
の
雇
入
れ
の
日
か
ら

起
算
し
て
六
箇
月
間
継
続
勤

務
し
全
労
働
日
の
八
割
以
上

出
勤
し
た
労
働
者
に
対
し

て
、
継
続
し
、
又
は
分
割
し

た
十
労
働
日
の
有
給
休
暇
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
４
略

５

使
用
者
は
、
前
各
項
の

規
定
に
よ
る
有
給
休
暇
を
労

働
者
の
請
求
す
る
時
季
に
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
請
求
さ
れ
た
時
季
に

有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
が

事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
他
の

時
季
に
こ
れ
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

６
～

略
10

【
解
説
】

第
１
項
で
は
、

年
休
は
労
働
日
に

日
付
与

．
．
．

10

す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
休
日
（
特
休

・
公
休
）
に
は
年
休
を
付
与

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。第

５
項
は
、
労
働
者
に
年

休
を
付
与
す
る
こ
と
は
会
社

の
義
務
で
あ
り
、
労
働
者
に

．
．

と
っ
て
は
権
利
で
す
。
た
だ

．
．

し
、
業
務
に
支
障
を
き
た
す

場
合
に
限
り
、
会
社
は
時
季

変
更
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
会

社
は
誰
か
代
わ
り
に
な
る
人

を
探
す
な
ど
、
努
力
義
務
が

．
．
．
．

あ
り
ま
す
。

年
休
は
労
働
日
に
申
し
込

む
の
が
法
的
ル
ー
ル
で
す
。

翌
月
の
休
日
予
定
日
発
表

は
、
休
日
か
労
働
日
か
を
判

断
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
必
須
で
す
。
勤
務
発
表

で
、「
休
日
ま
た
は
労
働
日
」

（
い
わ
ゆ
る
２
段
書
き
）
と

指
定
す
る
こ
と
は
間
違
い
で

あ
り
、
労
基
法
を
無
視
す
る

行
為
で
す
。
今
回
の
訴
訟
で

は
、
年
休
を
申
し
込
ん
だ
日

が
労
働
日
に
さ
れ
た
り
、
休

日
に
さ
れ
た
り
、
年
休
に
さ

れ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
労

基
法
の
解
釈
か
ら
す
る
と
絶

対
に
有
り
得
な
い
こ
と
で

す
。ま

た
、
前
日
に
な
っ
て
の

年
休
取
消
は
、
代
替
え
要
員

を
探
す
義
務
を
放
棄
し
た
行

為
で
あ
り
、
時
季
変
更
権
の

濫
用
で
す
。
ま
し
て
、
団
体

交
渉
へ
の
出
席
を
妨
害
し
た

こ
と
は
、
不
当
労
働
行
為
に

該
当
し
ま
す
。

関
西
地
区
分
会
結
成
大
会

が
９
月
５
日
、
西
町
甲
東
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

分
会
は
、
サ
ー
ビ
ッ
ク
第
一

・
第
二
事
業
所
、
セ
ン
ト
ラ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
東
海
交

通
機
械
に
出
向
し
て
い
る
組

合
員
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

熊
澤
結
成
準
備
委
員
長
は

「
名
古
屋
車
両
所
分
会
の
仲

間
も
加
わ
り
、
総
勢

名
、

21

全
員
が
出
向
者
の
分
会
と
な

っ
た
。
職
場
で
問
題
が
生
じ

た
と
き
に
、
苦
情
処
理
を
出

す
相
手
が
い
な
い
。
組
織
拡

大
、
労
働
協
約
締
結
を
も
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
出
向
先
に
は
色
々
な

人
が
い
る
。
我
々
の
運
動
を

広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
以
下
の
通
り
選

出
し
ま
し
た
。
分
会
長
：
熊

澤
守
／
副
分
会
長
：
上
田
謙

二
、
原
野
豊
繁
／
書
記
長
：

柿
本
克
彦
／
執
行
委
員
：
山

下
博
、
藤
広
昌
巳
／
会
計
監

査
員
：
高
塚
勝
久
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年休権の違法な扱いを許すな！
関西で４名が本人訴訟！

新
幹
線
関
西
地
本
・
大
阪

運
輸
所
分
会
の
今
田
昌
二
さ

ん
、
山
本
圭
一
さ
ん
、
浦
谷

幸
二
さ
ん
、
大
阪
車
両
所
分

会
の
柳
楽
関
さ
ん
は
９
月
20

日
、
会
社
か
ら
年
休
権
の
違

法
な
扱
い
を
受
け
た
と
し

て
、
損
害
賠
償
を
求
め
大
阪

地
裁
に
本
人
訴
訟
で
提
訴
し

ま
し
た
。

大
阪
運
輸
所
分
会
の
３
名

は
、
年
休
申
請
を
し
た
日
が

休
日
出
勤
指
定
日
に
さ
れ
た

た
め
、
追
加
年
休
や
組
休
を

申
請
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

今
田
さ
ん
は
一
方
的
に
勤
務

が
指
定
さ
れ
、
山
本
さ
ん
は

特
休
・
公
休
に
指
定
さ
れ
、

浦
谷
さ
ん
は
年
休
に
指
定
さ

れ
た
上
、
別
の
日
の
休
日
を

勝
手
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

会
社
は
、
以
上
の
３
つ
の
パ

タ
ー
ン
の
勤
務
認
証
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

柳
楽
さ
ん
は
、
団
体
交
渉

出
席
の
た
め
に
年
休
申
請
を

行
い
、
管
理
者
か
ら
「
年
休

は
出
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
前
日
に
な

っ
て
年
休
発
給
を
拒
否
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
扱
い
は
、

労
働
基
準
法

条
に
違
反
す
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る
と
し
て
４
名
は
、
提
訴
に

至
り
ま
し
た
。

提
訴
後
、
記
者
会
見
を
行

い
、
多
く
の
報
道
陣
が
集
ま

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
年
休
権
共
同

本
人
訴
訟
」
決
起
集
会
を
開

催
し
、
多
く
の
組
合
員
や
他

地
本
の
仲
間
が
結
集
し
ま
し

た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
小

林
副
委
員
長
は
「
私
た
ち
労

働
者
の
年
休
を
抑
制
し
、
休

日
を
削
減
し
、
要
員
を
削
減

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
会

社
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

許
し
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
指
導
部
で
す
。
私

た
ち
は
、
仲
間
の
将
来
の
た

め
に
、
断
固
闘
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
会

社
の
違
法
行
為
・
や
り
た
い

放
題
を
許
さ
ず
、
さ
ら
に
奮

大
阪
運
輸
所
分
会
結
成
大

会
が
９
月
２
日
、
西
町
甲
東

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
分
会
は
、
大
阪
第
一
、
第

二
運
輸
所
分
会
の
組
織
統
合

で
す
。

前
田
結
成
準
備
委
員
長
は

闘
し
よ
う
。
会
社
の
言
い
な

り
に
な
る
社
員
＝
社
畜
づ
く

り
を
許
さ
ず
、
さ
ら
に
奮
闘

「
本
人
の
同
意
な
き
一
方
的

休
日
出
勤
指
定
、
大
谷
川
年

休
裁
判
を
実
践
し
て
き
た
。

闘
い
の
過
程
で
、
水
野
さ
ん

に
続
き
、
寄
本
さ
ん
、
池
田

さ
ん
が
加
入
し
た
。
池
田
さ

ん
は
定
年
延
長
を
決
意
し
、

し
よ
う
。
労
働
者
ら
し
い
、

Ｊ
Ｒ
東
海
労
ら
し
い
闘
い

を
、
一
丸
と
な
っ
て
展
開
し

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

原
告
た
ち
か
ら
は
「
困
っ

て
い
る
、
職
場
で
も
の
言
え

ぬ
社
員
の
代
表
と
し
て
、
今

か
ら
慢
性
的
な
要
員
不
足
に

一
矢
報
い
る
と
い
う
思
い
で

提
訴
し
た
。
こ
の
闘
い
を
通

じ
て
、
会
社
の
違
法
性
を
暴

露
し
、
一
方
的
休
日
出
勤
の

撲
滅
と
年
休
完
全
消
化
を
勝

ち
取
る
」
と
決
意
表
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

会
社
か
ら
の
報
復
攻
撃
を
跳

ね
返
し
て
き
た
。
寄
本
さ
ん
、

池
田
さ
ん
へ
の
攻
撃
に
対

し
、
組
合
と
し
て
抗
議
し
、

労
基
署
に
行
っ
た
。
新
た
な

闘
い
と
し
て
、
３
名
が
本
人

訴
訟
を
行
う
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

新
役
員
は
以
下
の
通
り
選

出
し
ま
し
た
。
分
会
長
：
前

田
稔
／
副
分
会
長
：
山
嶋
信

二
、
山
本
圭
一
／
書
記
長
：

下
茂
春
美
／
執
行
委
員
：
太

田
勝
一
、
竹
本
真
一
、
高
木

公
昭
、
高
原
弘
幸
、
梶
田
睦

則
、
寄
本
智
／
会
計
監
査
員

：
名
倉
卓
緒
、
和
田
充
弘

寄
本
さ
ん
、
執
行
委
員
に
選
出

大
阪
運
輸
所
分
会
結
成
大
会

関
連
会
社
に
労
働
運
動
の
炎
を
！

関
西
地
区
分
会
結
成
大
会


